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　 回収件数 回収率

379 37.9%

【調査の概要】

４、回収結果

　　　（礼状兼催促状を1回送付）

（３）調査期間：平成30年5月29日～6月22日

(１）意識　（２）家庭生活　（３）地域活動　（４）職場　（５）社会参加

３、調査項目

(６）女性の人権　（７）女性の活躍の推進　（８）防災　

２、調査の方法

(９）男女共同参画の取組　（１０）回答者の属性　　(１１）自由意見

配布件数

1,000

１、調査目的

　男女共同参画についての意識や実態を把握し、「蕨市男女共同参画パートナーシッ
ププラン（第２次）後期計画」策定の基礎資料とするために実施

（１）調査対象：住民基本台帳に記録された18歳以上の市民1,000人

（２）調査方法：行政連絡員を通じて配布し、調査用紙は郵送で回収
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【調査結果】
１　意識

問1 あなたは、男女平等社会に向けた取り組みに関わる次のことがらや言葉をご存知ですか。

言葉の認知（5年前との比較）

言葉の認知（「言葉も内容も良く知っている」と答えた人の割合）

4



全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

19.0% 15.5% 25.7% 5.3% 5.2% 5.0%

42.2% 45.1% 37.9% 29.6% 33.9% 22.9%

36.4% 37.8% 33.6% 62.8% 58.8% 69.3%

2.4% 1.7% 2.9% 2.4% 2.1% 2.9%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

63.3% 63.9% 63.6% 53.0% 56.7% 48.6%

25.1% 23.6% 27.1% 36.1% 32.2% 41.4%

9.2% 10.7% 5.7% 8.4% 8.6% 7.9%

2.4% 1.7% 3.6% 2.4% 2.6% 2.1%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

49.9% 55.8% 41.4% 21.6% 21.0% 23.6%

35.6% 34.3% 37.1% 41.4% 42.5% 40.7%

12.9% 8.2% 20.0% 33.2% 32.6% 32.9%

1.6% 1.7% 1.4% 3.7% 3.9% 2.9%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

88.7% 89.7% 87.9% 84.2% 85.4% 83.6%

8.4% 8.2% 8.6% 10.0% 9.0% 11.4%

1.3% 0.9% 1.4% 4.0% 3.9% 3.6%

1.6% 1.3% 2.1% 1.8% 1.7% 1.4%

ドメスティック・バイオレンス

聞いたことがある

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

無回答

知らない

言葉も内容も知っている

男女雇用機会均等法 育児・介護休業法

言葉も内容も知っている

女性活躍推進法

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

知らない

配偶者暴力防止法（DV防止法）

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

男女共同参画社会基本法 蕨市男女共同参画パートナーシップ条例

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

無回答

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

聞いたことがある

無回答

知らない

無回答

セクシュアル・ハラスメント

聞いたことがある

知らない

無回答
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全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

52.8% 52.8% 52.9% 32.7% 37.3% 25.0%

20.8% 20.6% 22.1% 18.7% 17.2% 22.1%

24.3% 24.9% 22.1% 46.7% 44.2% 50.0%

2.1% 1.7% 2.9% 1.8% 1.3% 2.9%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

4.5% 5.6% 2.9% 8.2% 6.9% 10.0%

16.6% 17.2% 15.7% 19.5% 21.0% 17.1%

76.8% 75.5% 78.6% 69.4% 70.0% 68.6%

2.1% 1.7% 2.9% 2.9% 2.1% 4.3%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

40.4% 39.5% 42.9% 9.0% 8.2% 10.7%

29.3% 30.9% 25.7% 15.6% 12.9% 20.0%

28.0% 27.9% 27.9% 72.3% 76.8% 64.3%

2.4% 1.7% 3.6% 3.2% 2.1% 5.0%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

44.9% 44.6% 45.7%

24.0% 21.5% 28.6%

28.8% 32.2% 22.1%

2.4% 1.7% 3.6%

知らない

無回答

性的マイノリティ、ＬＧＢＴなど

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

聞いたことがある

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

言葉も内容も知っている

デートＤＶジェンダー

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康・権利）

ポジティブ・アクション(積極的格差是正措置)

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

エンパワーメント

言葉も内容も知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

6



　男女共同参画に関する言葉について、“言葉も内容も知っている”と最も多く回答が
あった言葉は「セクシュアル・ハラスメント」で全体で88.7％でした。次いで、「ドメス
ティック・バイオレンス」が84.2％、「男女雇用機会均等法」が63.3％となっています。
　また、“知らない”との回答は「リプロダクティブ・ヘルス・ライツ」が76.8％、「エ
ンパワーメント」が72.3％、「ポジティブ・アクション」が69.4％となっています。
　
　男女別でみると、「配偶者暴力防止法（DV防止法）」は女性の認知が高く、“言葉の意
味も内容も知っている”は55.8％で、男性の41.4％よりも14.4ポイント高い結果となりま
した。
　
　2013年に行った「市民意識調査」結果と比較してみると、「ジェンダー」が23.8％から
52.8％と、29.0ポイント上昇しました。
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家庭生活　　　　　　　　　　　　　　　　　 職場

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

8.2% 12.0% 2.1% 16.6% 22.3% 7.1%

47.2% 49.8% 42.9% 49.3% 48.5% 52.9%

26.1% 21.0% 34.3% 17.7% 13.3% 25.0%

8.7% 7.7% 10.7% 5.8% 5.2% 7.1%

1.6% 1.3% 2.1% 1.1% 1.3% 0.0%

5.8% 6.4% 5.0% 7.4% 7.7% 5.7%

学校教育の場 政治の場

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

2.9% 3.9% 0.7% 39.8% 48.1% 26.4%

14.5% 18.5% 8.6% 40.1% 35.2% 49.3%

56.7% 51.9% 65.7% 9.2% 7.7% 11.4%

2.4% 1.7% 2.9% 1.1% 0.4% 1.4%

0.3% 0.4% 0.0% 0.5% 0.9% 0.0%

20.6% 21.0% 20.0% 7.1% 6.4% 8.6%

男性の方が非常に優遇

分からない

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇

分からない

男性の方が非常に優遇

男性の方が非常に優遇

どちらかといえば男性

平等

男性の方が非常に優遇

どちらかといえば男性

平等

どちらかといえば男性

平等

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇

平等

どちらかといえば男性

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇

分からない 分からない

問2 あなたは、今からあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

各分野で”平等”と回答した人の割合 “平等”と回答した人の推移
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地域活動の場 法律や制度の上

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

6.1% 5.6% 6.4% 11.9% 16.3% 4.3%

30.6% 35.2% 23.6% 32.7% 35.6% 29.3%

35.4% 29.2% 45.7% 32.2% 22.7% 48.6%

7.7% 5.2% 11.4% 6.1% 3.9% 8.6%

0.3% 0.4% 0.0% 0.5% 0.9% 0.0%

17.9% 22.7% 10.7% 14.2% 18.5% 7.1%

社会通念・慣習・しきたりなど 社会全体

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

23.7% 30.0% 12.9% 12.1% 15.5% 6.4%

53.0% 51.9% 57.1% 62.8% 63.5% 63.6%

10.8% 5.6% 19.3% 12.7% 8.2% 20.7%

2.6% 1.7% 2.9% 2.9% 1.7% 2.9%

0.8% 0.9% 0.7% 0.5% 0.4% 0.7%

7.1% 8.6% 5.0% 7.7% 9.9% 4.3%

男性の方が非常に優遇

どちらかといえば男性

平等

どちらかといえば男性

平等

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇

分からない

男性の方が非常に優遇

分からない

男性の方が非常に優遇

女性の方が非常に優遇

男性の方が非常に優遇

どちらかといえば男性

平等

どちらかといえば女性

どちらかといえば男性

平等

　2008年、2013年と今回の調査を比較してみると、全体的に各分野の平等感は、下回っ
ていますが、「職場」では、2013年の12.4％から5.3ポイント高い17.7％となりまし
た。

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇

分からない

　各分野で男女平等になっているか聞いたところ、“平等”と答えた人の割合が最も高
くなったところは「学校教育の場」で56.7％、次いで「地域活動の場」で35.4％となっ
ています。

　また、“男性の方が非常に優遇されている”は「政治の場」で39.8％、「社会通念・
慣習しきたりなど」が23.7％、「職場」が16.6％でした。

　“男性の方が非常に優遇されている”と“どちらかといえば男性のほうが優遇されて
いる”を合計した割合は、「政治の場」が最も高く79.9％、次いで「社会通念・慣習・
しきたりなど」が76.7％、「社会全体」が74.9％となっています。

　“平等”と回答した人の割合は、どの分野も男性の方が高い割合となっていますが、
特に「法律や制度の上」の分野では、男性では48.6％が“平等”と答えているのに、女
性は22.7％にとどまり、その差は25.9ポイントあります。同様に「地域活動の場」でも
男性は45.7％が“平等”と答えていますが、女性では29.2％でその差は16.5ポイントと
なっています。

分からない

どちらかといえば女性

女性の方が非常に優遇
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全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

非常に関心がある　 8.7% 7.3% 10.7%

やや関心がある　 45.1% 44.6% 46.4%

あまり関心がない 39.3% 41.2% 36.4%

まったく関心がない　 6.1% 6.4% 5.7%

無回答 0.8% 0.4% 0.7%

　男女共同参画への関心は、“非常に関心がある”が8.7％、“やや関心がある”が
45.1％、“あまり関心がない”が39.3％、“まったく関心がない”が6.1％となっていま
す。

　2013年の調査と比較すると、“非常に関心がある”が7.0％から8.7％と1.7ポイント増
加し、“まったく関心がない”が6.8％から6.1％と0.7ポイント減少しました。

　男女別では、“非常に関心がある”が女性は7.3％、男性は10.7％で、“やや関心があ
る”を加えると女性では51.9％、男性で57.1％が関心を寄せています。

問３ あなたは男女共同参画の推進について、どの程度関心がありますか。

男女共同参画への関心（５年前との比較）
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全体
(n=428)

女性
(n=249)

男性
(n=154)

賛成　　　　　　　 3.7% 3.4% 4.3%

どちらかといえば賛成　　　25.9% 22.7% 30.0%

どちらかといえば反対 31.9% 33.5% 30.7%

反対　　　　　　　 20.6% 20.6% 20.0%

わからない 17.2% 19.3% 14.3%

無回答 0.8% 0.4% 0.7%

　「夫は仕事、妻は家庭」という固定的性別役割分担意識について、「賛成」と回答し
たのは3.7％、「どちらかといえば賛成」が25.9％、「反対」は20.6％、「どちらかと
いえば反対」が31.9％となっています。

　男女別では、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を加えると、男性では34.3％が、
女性では26.1％が賛成となっています。また、「反対」と「どちらかといえば反対」を
加えると、女性では54.1％が、男性では50.7％が反対となっています。

　この結果から、固定的性別分担意識は、男性の方が賛成し、女性の方が反対する傾向
にあることがわかります。

2013年の調査と比較すると、女性の「賛成」が5.6％から3.4％と2.2ポイント減少し、
男性の「賛成」が6.5％から4.3％と2.2ポイント減少していました。

問４「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方がありますが、あなたはこのこ

とについてどのように思いますか？（○は１つ）

固定的性別役割分担意識についての考え

固定的性別役割分担意識についての考え （５年前との比

較）
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２　家庭生活

ａ．家事
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

主として女性がする 65.9% 72.2% 57.5%

男女が共同する 27.5% 23.5% 34.0%

主として男性がする 2.6% 1.2% 47.0%

該当しない ― ― ―

無回答 4.0% 3.1% 3.8%

ｂ．子育て
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

主として女性がする 36.3% 43.8% 26.4%

男女が共同する 28.6% 23.5% 36.8%

主として男性がする 0.7% 0.6% 0.9%

該当しない 30.0% 29.0% 31.1%

無回答 4.4% 3.1% 4.7%

ｃ．介護
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

主として女性がする 15.0% 19.8% 7.5%

男女が共同する 22.3% 15.4% 34.0%

主として男性がする 1.8% 0.6% 3.8%

該当しない 56.0% 60.5% 50.0%

無回答 4.8% 3.7% 4.7%

　家庭での分担については、「主として女性がする」が“家事”が65.9％で最も多く、
次いで“子育て”が36.3％、“介護”が15.0％となりました。「男女が共同する」
は、”子育て”が28.6％で最も多く、次いで“家事”が27.5％、“介護”が22.3％でし
た。

　「男女が共同する」を男女別でみると、“家事”が男性34.0％で女性が23.5％、“子
育て”が男性36.8％で女性が23.5％、“介護”が男性34.0％で女性が15.4％となり、す
べて男性の方が共同して行っている意識が高いことが分かります。

問５ あなたの家庭では、次のような分野でどのように分担していますか。（○は1つ）

家事

子育て

介護
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【平日】

ａ．家事
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

ほとんど関わっていない 8.8% 4.9% 15.1%

１時間未満 23.1% 3.7% 52.8%

１～３時間未満 33.3% 38.9% 25.5%

４～６時間未満 16.1% 25.3% 1.9%

６時間以上 13.6% 22.8% 0.0%

該当しない ― ― ―

無回答 5.1% 4.3% 4.7%

ｂ．子育て
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

ほとんど関わっていない 11.4% 8.6% 15.1%

１時間未満 8.8% 4.3% 16.0%

１～３時間未満 9.9% 8.0% 13.2%

４～６時間未満 5.1% 7.4% 1.9%

６時間以上 11.7% 19.8% 0.0%

該当しない 44.0% 43.2% 46.2%

無回答 9.2% 8.6% 7.5%

ｃ．介護
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

ほとんど関わっていない 9.9% 10.5% 9.4%

１時間未満 8.4% 8.0% 9.4%

１～３時間未満 4.4% 2.5% 7.5%

４～６時間未満 1.5% 1.9% 0.9%

６時間以上 0.0% 0.0% 0.0%

該当しない 67.4% 69.8% 65.1%

無回答 8.4% 7.4% 7.5%

問６ あなたが家事・子育て・介護に関わる時間は１日平均どれくらいですか。

（○は１つ）

介護

家事

子育て
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【休日】

ａ．家事
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

ほとんど関わっていない 8.1% 4.3% 14.2%

１時間未満 15.8% 3.1% 34.9%

１～３時間未満 35.5% 34.6% 37.7%

４～６時間未満 20.9% 30.2% 6.6%

６時間以上 12.8% 21.0% 0.9%

該当しない ― ― ―

無回答 7.0% 6.8% 5.7%

ｂ．子育て
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

ほとんど関わっていない 9.5% 7.4% 12.3%

１時間未満 4.0% 4.3% 3.8%

１～３時間未満 9.9% 5.6% 17.0%

４～６時間未満 87.8% 9.9% 7.5%

６時間以上 13.2% 19.8% 3.8%

該当しない 46.2% 45.7% 48.1%

無回答 8.4% 7.4% 7.5%

ｃ．介護
全体
（n=273)

女性
(n=162）

男性
（n=106)

ほとんど関わっていない 10.3% 10.5% 10.4%

１時間未満 6.6% 6.2% 7.5%

１～３時間未満 4.0% 1.9% 7.5%

４～６時間未満 1.5% 1.9% 0.9%

６時間以上 1.1% 1.2% 0.9%

該当しない 68.1% 71.0% 65.1%

無回答 8.4% 7.4% 7.5%

　

介護

家事

子育て
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　家事・子育て・介護に関わる時間を平日と休日に分けて聞いたところ、平日の“家事”は「1
～3時間程度」が33.3％と最も多く、次いで「1時間未満」が23.1％となっています。平日の“子
育て”は「6時間以上」が11.7％と最も多く、次いで「ほとんど関わっていない」が11.4％でし
た。平日の“介護”は「ほとんど関わっていない」が9.9％と最も多く、次いで「１時間未満」
が8.4％でした。

　男女別でみると“家事”で最も多いのは女性が「1～3時間程度」で38.9％、男性が「1時間未
満」で52.8％、“子育て”で最も多いのは女性が「6時間以上」で19.8％、男性が「1時間未満」
で16.0％、“介護”で最も多いのは男女ともに「ほとんど関わっていない」でした。

　一方、休日の“家事”を男女別にみると、最も多いのは男女ともに「1～3時間程度」で女性が
34.6％、男性が37.7％でした。“子育て”で最も多いのは女性が「6時間以上」で19.8％、男性
が「1～3時間程度」で17.0％、“介護”で最も多いのは男女ともに「ほとんど関わっていない」
でした。

　このことから、“家事”は休日になると男性が関わる時間が増えることで、女性が関わる時間
が減少していますが、“子育て”は休日になると男性が関わる時間は増えているものの、女性が
関わる時間は平日と変わらないことが分かりました。
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全体
（n=428)

女性
(n=249）

男性
（n=154)

全体
（n=428)

女性
(n=249）

男性
（n=154)

そう思う 57.0% 61.4% 50.7% そう思う 5.5% 5.2% 5.7%

どちらかといえばそう思う 25.9% 25.3% 27.9% どちらかといえばそう思う 28.0% 29.6% 25.7%

どちらかといえばそう思わない 7.4% 4.7% 11.4% どちらかといえばそう思わない 22.4% 21.0% 25.0%

そう思わない 4.7% 3.4% 6.4% そう思わない 36.1% 37.3% 34.3%

わからない　　　　　　　 2.6% 2.6% 2.1% わからない　　　　　　　 5.8% 4.7% 7.1%

無回答 2.4% 2.6% 1.4% 無回答 2.1% 2.1% 2.1%

ａ．結婚は個人の自由であるから結婚しても
しなくてもどちらでもよい

ｂ．女性は結婚したら、自分自身のことよ
り、夫・パートナーや子どもなど家族を中心
に考えて生活した方がよい

問７ 結婚、家庭、離婚についてあなたのご意見をお伺いします。次の中からあなたの考え

に最も近いところに○をつけてください。（○は１つ）

賛成の割合 賛成の割合
（５年前との比較）
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全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

そう思う 37.2% 38.5% 36.7% そう思う 25.6% 28.8% 21.4%

どちらかといえばそう思う 23.5% 26.5% 18.7% どちらかといえばそう思う 33.5% 36.1% 29.3%

どちらかといえばそう思わない 11.6% 9.4% 14.4% どちらかといえばそう思わない 16.6% 13.3% 22.1%

そう思わない 16.9% 14.1% 21.6% そう思わない 10.0% 8.6% 12.1%

わからない　　　　　　　 8.4% 9.4% 6.5% わからない　　　　　　　 12.1% 11.6% 12.9%

無回答 2.4% 2.1% 2.2% 無回答 2.1% 1.7% 2.1%

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

そう思う 35.6% 44.6% 20.7%

どちらかといえばそう思う 33.5% 28.8% 42.9%

どちらかといえばそう思わない 8.7% 6.4% 11.4%

そう思わない 11.9% 10.7% 14.3%

わからない　　　　　　　 8.2% 7.7% 8.6%

無回答 2.1% 1.7% 2.1%

　結婚観や家庭観について聞いたところ、“結婚は個人の自由であるから、してもしな
くてもどちらでもよい”という考えに「そう思う」と答えた人が46.3％と最も多く、次
いで“結婚しても必ずしも子どもを持つ必要がない”が33.6％、“一般に、今の社会で
は離婚すると女性の方が不利である”が30.6％と続きます。

　「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を足した賛成の割合を男女別で見てみ
ると、総じて女性の方がポイントが高くなっており、中でも“一般に、今の社会では離
婚すると女性の方が不利になる”は女性の69.5％に対し、男性は40.3％が賛成で29.2ポ
イントの差がありました。

　2013年の調査と比較すると、すべての項目において賛成の割合が５年前より上回って
おり、中でも“結婚しても必ずしも子どもをもつ必要がない”が45.7％から54.4％と8.7
ポイント上昇し、“結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい”が46.7％か
ら53％と6.3ポイント上昇しました。

ｃ．結婚しても必ずしも子どもをもつ必要は
ない

ｄ．結婚しても相手に満足できないときは離
婚すればよい

ｅ．一般に、今の社会では離婚すると女性の
方が不利である
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３　地域活動

全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

57.0% 62.7% 48.6%

39.8% 42.1% 37.1%

33.0% 33.0% 34.3%

26.6% 28.3% 23.6%

13.2% 13.7% 12.1%

14.5% 18.0% 9.3%

4.2% 3.9% 5.0%

7.7% 5.6% 10.7%

家事・育児・介護などを主に女性が担っているため、役職を務めることが困難だから

男性がなる方が良いという慣習があるから

男性優位の組織運営になっているから

女性側の積極性が十分でないから

子どものときから女性にはリーダーとなる訓練の機会が少ないから

女性の社会的地位が低いから

　会長職に女性が少ない理由について、最も多い回答は「家事・育児・介護などを主に
女性が担っているため、役職を務めることが困難だから」で57.0％、次いで「男性がな
る方が良いという慣習があるから」で39.8％、「男性優位の組織運営になっているか
ら」が33.0％となっています。

その他

分からない

　男女別に見ると、全体的に女性の方が男性よりもポイントが高くなっているなか、
「男性優位の組織運営になっているから」は男性のポイントの方が高くなっています。

問８ 町会長やPTA会長など「～長」という役職に女性が少ない傾向にあります。あなたは

どのような理由からだと思いますか（○は当てはまるものすべて）

女性が少ない理由 女性が少ない理由（５年前との比較）
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  2013年の調査と比較すると、5ポイント以上の差があるのは「男性がなる方が良いとい
う慣習があるから」と「男性優位の組織運営になっているから」で、ともに減少してい
ます。
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全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

33.5% 30.9% 37.9%

14.2% 18.5% 7.9%

11.1% 12.4% 8.6%

14.0% 14.2% 13.6%

1.1% 1.3% 0.7%

48.0% 47.2% 49.3%

　地域活動については、「参加していない」が48.0％と最も多く、次いで「町会など
の地域の活動」が33.5％、「保育園・幼稚園等の保護者の会や学校のＰＴＡ活動」が
14.2％となりました。

　参加したことの中で男女別に見ると、女性で最も多いのは「町会などの地域の活
動」で30.9％、次に「保育園・幼稚園等の保護者の会や学校のPTA活動」が14.2％とな
りましたが、男性は「町会などの地域の活動」が37.9％、次いで「ボランティアなど
の社会貢献活動」が13.6％となりました。

町会などの地域の活動

ボランティアなどの社会貢献活動

その他

参加していない

保育園・幼稚園等の保護者の会や学校のＰＴＡ活動

子ども会や子どものスポーツ団体・文化団体の活動

問９ この１年間のうち、あなたが参加した地域活動は何ですか。
（○は当てはまるものすべて）

参加した地域活動（５年前との比較）

参加した地域活動
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全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

ある 11.3% 12.9% 7.9%

少しある 18.2% 14.2% 25.7%

どちらともいえない 13.7% 14.2% 12.9%

ない 13.5% 12.0% 15.7%

会員に女性はいない 0.0% 0.0% 0.0%

地域活動に参加していない 40.6% 42.9% 37.9%

無回答 2.6% 3.9% 0.0%

　地域活動団体で性別による仕事分担があるか聞いたところ、「地域活動に参加してい
ない」が40.6％と最も多く、次いで「少しある」が18.2％、「どちらともいえない」が
13.7％となりました。

　参加している人の中で、男女別で最も多かったのは、女性が「少しある」、「どちら
ともいえない」で14.2％、男性が「少しある」で25.7％でした。

2013年の調査と比較すると、「ある」と「少しある」を足した肯定派が26％から29.5％
と3.5ポイント上昇していることから、性別による仕事分担は今でも根強く残っている
ことが分かります。

問１０ あなたが参加している町会などの地域活動団体では「男性は中心的な仕事、女性は
庶務や雑用」など性別によって仕事の分担がありますか。（○は１つ）

性別による仕事分担がある（５年前との比較）

性別による仕事分担がある
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４　職場

全体
（n=237)

女性
(n=135）

男性
（n=102)

問１１ あなたの職場では、次にあげるようなことがありますか。（○は当てはまるも

のすべて）

職場での性別格差

職場での性別格差（５年前との比較）
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5.1% 4.4% 5.9%

10.1% 9.6% 10.8%

8.4% 8.1% 8.8%

3.0% 1.5% 4.9%

15.6% 16.3% 14.7%

2.5% 3.7% 1.0%

0.8% 0.7% 1.0%

5.5% 5.9% 4.9%

0.4% 0.7% 0.0%

61.2% 60.0% 62.7%

22.4% 23.7% 20.6%

　職場での男女格差について聞いたところ、「特に男女差別はない」が最も多く
61.2％、次いで「積極的に女性登用を進めている」が22.4％、「配置や仕事の与え
方に性別による格差がある（庶務は女性、企画は男性）」が15.6％でした。

　男女別に見ても、「特に男女差別はない」が最も多く女性は60.0％、男性は
62.7％で、次いで「積極的に女性登用を進めている」が女性は23.7％、男性は
20.6％でした。
　2013年の調査と比較すると、「特に男女差別はない」や「積極的に女性登用を進
めている」が上昇し、その他の項目が全体的に減少していることから、職場での男
女格差は減りつつあることが分かります。

募集や採用で性別に格差がある

賃金・昇給で性別による格差がある

昇進・昇格で性別による格差がある

間接差別がある

配置や仕事の与え方に性別による格差があ
る（庶務は女性、企画は男性）

教育訓練や研修などに性別による格差があ
る

住宅資金の貸付に性別による格差がある

結婚退職や出産退職の慣行があるまたは居
づらい雰囲気がある

定年に男女差がある

特に男女差別はない

積極的に女性登用を進めている
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全体
(n＝237）

女性
（n＝135）

男性
(n＝102）

できる 58.1% 53.1% 64.9%

できない 41.9% 46.9% 35.1%

 現在仕事をしている方に、育児休業や介護休業制度が利用できるか聞いたところ、全体
で58.1％が「できる」、41.9％が「できない」との回答になりました。「利用できる」
と答えた人を男女別で見ると、女性は53.1％、男性は64.9％となりました。

　2013年の調査と比較すると「できる」と答えた人が53.1％から58.1％と5ポイント上が
りました。

問１２ 「現在あなたに、育児や介護が必要な家族がいた場合、育児や介護のための法律で

定められた休業制度を利用できますか。（○は１つ）

休業制度の利用

休業制度の利用（2013年）
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問12で「２．できない」と答え方

全体
(n＝93）

女性
（n＝60）

男性
(n＝33）

経済的に生活が成り立たなくなるから 43.0% 43.3% 42.4%

37.6% 41.7% 30.3%

45.2% 40.0% 54.5%

5.4% 6.7% 3.0%

20.4% 15.0% 30.3%

14.0% 18.3% 6.1%

3.2% 1.7% 6.1%

0.0% 0.0% 0.0%

11.8% 11.7% 12.1%

休みを取ると勤務評価に影響するから

自分の仕事は代わりがいないから

一度休むと元の職場に戻れないから

キャリアを続けたいから

職場にそのような制度があるかわからない

職場に休める雰囲気がない

　前問で「利用できない」と回答した人にその理由を尋ねると、「職場に休める雰囲気
がない」が最も多く45.2％、次いで「経済的に生活が成り立たなくなるから」が
43.0％、「職場にそのような制度があるかわからない」が37.6％となっています。

　男女別で見ると、女性で最も多いのが「経済的に生活が成り立たなくなるから」で
43.3％、男性では、「職場に休める雰囲気がない」で54.5％でした。また、男女差の大
きい回答は、「一度休むと元の職場に戻れないから」が男性に対して女性が12.2ポイン
ト高く、逆に「自分の仕事は代わりがいないから」が女性に対して男性が15.3ポイント
高い結果となりました。

　2013年の調査と比較すると、全般的に前回よりポイントが低く、最も低下したのは
「経済的に生活が成り立たなくなるから」で53.3％から43.0％と10.3ポイント低くなり
ました。

配偶者の理解が得られないから

その他

問１２ー１ 長期の休業制度を利用することができないのは、どのような理由からでしょう

か。

利用できない理由（５年前との比較）利用できない理由
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全体
(n＝237）

女性
(n＝135）

男性
(n＝102）

20.3% 17.8% 23.5%

48.5% 52.6% 43.1%

17.7% 17.0% 18.6%

10.5% 8.9% 12.7%

3.0% 3.7% 2.0%

　男女別で見ても、「どちらかといえば仕事と生活のバランスが取れている」と答えた
人が女性で52.6％、男性で43.1％と最も多かったのですが、女性に対して、男性は「仕
事と生活のバランスが取れている」と「どちらかといえば仕事と生活のバランスが取れ
ていない」という人が5.4ポイント高い結果となりました。

　ワーク・ライフ・バランスの実現について聞いたところ、「どちらかといえば仕事と
生活のバランスが取れている」が最も多く48.5％で、「仕事と生活のバランスが取れて
いる」と答えた20.3％を足すと、68.8％が「バランスが取れている」と回答しました。

仕事と生活のバランスが取れている

どちらかといえば仕事と生活のバランスが取れている

どちらかといえば仕事と生活のバランスが取れていない

仕事と生活のバランスが取れていない

無回答

問１３ あなたは、仕事と生活（家庭生活・地域活動）の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）が実現できていますか。（○は１つ）
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５　社会参加

 

全体
(n＝379）

女性
(n＝233）

男性
(n＝140）

2.1% 0.4% 5.0%

33.2% 32.2% 36.4%

21.9% 21.0% 23.6%

3.4% 3.0% 4.3%

37.7% 42.1% 30.0%

1.6% 1.3% 0.7%

十分反映されている

ある程度反映されている

あまり反映されていない

ほとんど反映されていない

問14で「３．あまり反映されていない」または「４．ほとんど反映されていない」と答えた方

わからない

無回答

　地方自治体の施策に女性の意見などが反映されているかについて、「わからない」
が37.7％で最も多く、次いで「ある程度反映されている」が33.2％、「あまり反映さ
れていない」が21.9％となっています。

　男女別でみると女性は「わからない」の42.1％、男性は「ある程度反映されてい
る」の36.4％が最も高くなっています。

　2013年の調査と比較すると、「十分反映されている」と「ある程度反映されてい
る」を足した肯定派が2013年の40.9％から5.％と5.6ポイント低くなっています。

問１４ あなたは、地方自治体（県や市）などの施策について、女性の意見や考え方が

どの程度反映されていると思いますか。（○は１つ）

地方自治体に女性の意見は反映されていますか

地方自治体に女性の意見は反映されていますか（５年前との比較）
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全体
(n＝96）

女性
(n＝56）

男性
(n＝39）

52.1% 51.8% 53.8%

41.7% 46.4% 35.9%

26.0% 21.4% 30.8%

31.3% 39.3% 20.5%

16.7% 17.9% 15.4%

14.6% 12.5% 17.9%

38.5% 46.4% 28.2%

31.3% 39.3% 20.5%

8.3% 10.7% 5.1%

2.1% 3.6% 0.0%

2.1% 1.8% 2.6%

女性自身の意欲や責任感が乏しい

わからない

女性自身が消極的

行政機関の管理職に女性が少ない

審議会や委員会に女性委員が少ない

女性議員が少ない

男性の意識、理解が足りない

社会の仕組みが女性に不利

女性の能力に対する偏見がある

その他

組合や地域組織のリーダーに女性が少ない

問１４ー１ 反映されていない理由は何だと思いますか（○は３つまで）

反映されていない理由 反映されていない理由（５年前との比較）
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　2013年の調査と比較すると、「女性自身の意欲や責任が乏しい」が31.0％から
16.7％と14.3ポイント低下し、「男性の意識、理解が足りない」も51.7％から38.5％
と13.2ポイント低下したのに対し、「女性議員が少ない」が47.1％から52.1％と5.0
ポイント上昇したことから、女性の意見や考え方が反映されていない理由の捉え方に
変化がみられていることが分かりました。

　男女別に見ても、「女性議員が少ない」が女性で51.8％、男性で53.8％と最も高
く、男女差が最も高くなったのは、「組合や地域組織のリーダーに女性が少ない」と
「社会の仕組みが女性に不利」で、18.8ポイントの開きがありました。

　前問で「あまり反映されていない」、「ほとんど反映されていない」と答えた人
に、その理由を尋ねると、「女性議員が少ない」が最も多く52.1％、次いで「行政機
関の管理職に女性が少ない」が41.7％、「男性の意識、理解が足りない」が38.5％と
なっています。
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全体
(n＝379）

女性
(n＝233）

男性
(n＝140）

賛成 20.8% 19.7% 23.6%

どちらかといえば賛成 34.3% 33.0% 37.1%

10.8% 9.4% 12.9%

反対 4.2% 1.3% 8.6%

わからない 27.7% 33.9% 17.1%

　男女共同参画を進めるために、女性のあまりいない分野で積極的に女性を登用するポ
ジティブアクション（積極的格差是正措置）について、「どちらかといえば賛成」が最
も多く34.3％で、「賛成」の20.8％を加えると55.1％が肯定しています。

　2013年の調査と比較すると、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を足した割合は、
56.0％から55.1％と0.9ポイント減少しました。

　男女別で見ても、同じ傾向でしたが、「どちらかといえば反対」と「反対」を足した
割合は、女性は10.7％に対し男性は21.5％と10.8ポイント開きがありました。

どちらかといえば反対

問１５ 「男女の不平等を是正するため、女性があまり進出していない分野で一時的に女性

の優先枠を設けるなどして男女の実質的な機会の均等を確保すべきである」（＝ポジティブ

アクション）という考え方があります。この考え方についてどのように思いますか。（○は

１つ）

ポジティブアクションについて

ポジティブアクションについて

（５年前との比較）
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６　女性の人権

問１６ あなたが、「女性の人権が侵害されている」と感じることがらは何ですか。
（○は当てはまるものすべて）

女性の人権侵害と感じるもの

女性の人権侵害と感じるもの（５年前との比較）
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全体
（n＝379）

女性
(n＝233）

男性
（ｎ＝140）

買春・売春・援助交際 36.1% 40.8% 28.6%

風俗店 25.6% 30.0% 19.3%

夫や恋人からの暴力 43.0% 45.5% 39.3%

痴漢やレイプなどの性的暴力 69.9% 73.4% 65.0%

職場などでのセクシュアル・ハラスメント、差別的待遇 61.7% 61.8% 62.1%

雑誌や広告、インターネットに掲載されたヌード写真等 19.0% 21.0% 16.4%

20.6% 24.9% 14.3%

容姿を競うミスコンテストなど 10.3% 12.9% 6.4%

その他 6.1% 4.3% 8.6%

　女性の人権が侵害されていると感じることについて、最も多かった回答は「痴漢やレ
イプなどの性的暴力」で69.9％、次いで「職場などでのセクシュアル・ハラスメント、
差別的待遇」で61.7％、「夫や恋人からの暴力」で43.0％となっています。

　男女別でも同じ傾向で、男女で差があったのは「買春・売春・援助交際」で、女性が
40.8％に対し、男性が28.6％と、12.2ポイントの開きがありました。

　2013年の調査と比較すると、最も低下したのは「夫や恋人からの暴力」で59.8％から
43.0％と16.8ポイント低くなりました。また、最も増加したのは「買春・売春・援助交
際」で33.3％から36.1％と、2.8ポイント増加しました。

「未亡人」などのように女性だけに用いられる差別的な言葉
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７　女性の活躍の推進

全体
（n＝379）

女性
(n＝233）

男性
（ｎ＝140）

78.9% 79.0% 80.0%

57.5% 61.8% 50.7%

50.9% 54.5% 46.4%

34.6% 34.3% 34.3%

60.4% 60.9% 60.7%

49.1% 50.2% 48.6%

58.3% 63.5% 52.1%

5.0% 4.7% 5.0%その他

　出産後も働き続けるために、職場・家庭・社会において、どのようなことが必要と考
えるかについて聞いたところ、最も多かったのが「子どもを預けられる環境の整備」で
78.9％、次いで「職場における仕事と育児や介護などとの両立支援制度の充実」が
60.4％となっています。

　男女別で最も差があったのは「職場における周囲の理解」で、女性が63.5％に対し、
男性は52.1％と11.4ポイントの開きがありました。

職場における周囲の理解

労働条件の改善

子どもを預けられる環境の整備

家事や育児、介護などの支援サービスの充実

家庭における周囲の理解や協力

働き続けることへの女性自身の意識改革

職場における仕事と育児や介護などとの両立支援制度の充実

問１７ 女性が職業生活においてキャリアアップするためには、継続した就業が必要だと考

えられます。出産後も働き続けるために、職場・家庭・社会において、どのようなことが必

要だと思いますか。（○は当てはまるものすべて）

33



全体
（n＝379）

女性
(n＝233）

男性
（n＝140）

仕事と両立するための子育てや介護サービスなどの情報 75.2% 79.0% 70.7%

49.6% 50.6% 48.6%

起業や地域活動などの情報 16.6% 18.0% 15.0%

労働に関する法律や制度などの情報 34.3% 35.6% 32.9%

女性活躍を応援する市内企業・事業所の情報 46.7% 47.2% 47.1%

19.8% 18.9% 22.1%

ワーク・ライフ・バランスや働き方の見直しなどの情報 35.1% 33.9% 38.6%

その他 2.6% 2.1% 3.6%

　職業生活における女性の活躍を進めるために必要な情報についてお聞きしたところ、
「仕事と両立するための子育てや介護サービスなどの情報」が75.2％で最も多く、次い
で「就職・再就職をするための職業訓練やセミナー、求人などの情報」が49.6％、「女
性活躍を応援する市内企業・事業所の情報」が46.7％でした。

　男女別で見ても、「仕事と両立するための子育てや介護サービスなどの情報」と答え
た人が女性で79.0％、男性で70.7％と最も多くなりました。また、「市内で活躍をして
いる女性の事例などの情報」と「ワーク・ライフ・バランスや働き方の見直しなどの情
報」については男性が女性のポイントを上回りました。

市内で活躍をしている女性の事例などの情報

就職・再就職をするための職業訓練やセミナー、求人など
の情報

問１８ 職業生活における女性の活躍を進めるために、今後どのような情報が必要だと思いま

すか。（〇は当てはまるものすべて）
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８　防災

全体
(n＝379）

女性
(n＝233）

男性
(n＝140）

47.2% 49.4% 45.7%

32.5% 32.6% 31.4%

4.2% 3.0% 6.4%

4.0% 2.6% 6.4%

9.8% 11.2% 7.1%

必要がある

どちらかといえば必要がある

必要ない

どちらかといえば必要ない

わからない

　防災・災害復興対策で、男女の性別に配慮した対応が必要かについて、「必要があ
る」が47.2％で最も多く、次いで「どちらかといえば必要がある」が32.5％、「わか
らない」が9.8％となっています。

　男女別でも「必要がある」が女性で49.4％、男性で45.7％と最も高くなっています
が、「必要ない」と「どちらかといえば必要ない」を足したポイントをみると、男性
が女性を7.2ポイント上回っています。

問１９ あなたは、防災・災害復興対策で、男女の性別に配慮した対応が必要だと思い

ますか。（○は１つ）
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全体
(n＝302）

女性
(n＝191）

男性
(n＝108）

83.8% 83.2% 85.2%

92.1% 92.7% 90.7%

14.6% 13.6% 15.7%

65.9% 70.2% 59.3%

13.2% 13.6% 12.0%

1.7% 2.1% 0.9%

0.7% 0.5% 0.9%

衛生環境の整備（洗面所、浴室、トイレ等）

相談受付体制

衛生用品・医薬品等の供給体制

救護医療体制

問19で「１．必要がある」または「２．どちらかといえば必要がある」と答えた方

避難所の設置や運営体制（プライバシーの確保、防
犯対策等）

　前問で「必要がある」、「どちらかといえば必要がある」と答えた人に、男女の性
別に配慮して取り組む必要があると思う対策を尋ねると、「衛生環境の整備（洗面
所、浴室、トイレ等）」が最も多く92.1％、次いで「避難所の設置や運営体制（プラ
イバシーの確保、防犯対策等）」が83.8％、「衛生用品・医薬品等の供給体制」が
65.9％となりました。

　男女別に見ても、「衛生環境の整備（洗面所、浴室、トイレ等）」が女性で
92.7％、男性で90.7％と最も高く、男女差があったのは、「衛生用品・医薬品等の供
給体制」で、女性が70.2％に対し男性は59.3％と、10.9ポイントの開きがありまし
た。

その他

わからない

問１９ー１ 防災・災害復興対策で、男女の性別に配慮して取り組む必要があると思うも

のは何だと思いますか。（○は３つまで）
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９　男女共同参画の取組

問２０ 男女が平等でともに参画する社会の実現のために、あなたが特に重要と思うことは

何ですか。（○は３つまで）
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全体
（ｎ＝379）

女性
(n＝233）

男性
（ｎ＝140）

17.9% 15.9% 22.1%

23.2% 24.0% 22.1%

41.2% 40.8% 43.6%

29.6% 31.8% 26.4%

24.3% 24.5% 25.0%

12.9% 14.6% 10.0%

23.5% 23.6% 24.3%

3.7% 2.1% 6.4%

7.4% 5.2% 11.4%

25.1% 25.3% 25.7%

33.5% 36.1% 30.0%

5.0% 5.6% 4.3%

1.6% 1.7% 1.4%

5.0% 4.3% 5.7%

その他

女性に対するあらゆる暴力（ＤＶやセクハラ等）をなくすこと

　男女共同参画社会の実現に向けて重要と思うことについて、最も多かったのが「女性
を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」で41.2％、
次いで「男女ともに仕事と家庭・地域活動などをバランスよく行うこと」が33.5％、
「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど積極的に力の向上を図るこ
と」が29.6％となっています。

　男女別で最も差があったのは「政策・方針決定過程への女性の参画を図ること」で、
男性が22.1％に対し、女性は15.9％と6.2ポイントの開きがありました。

特にない

生涯にわたって性と生殖に関する健康を大切にすること

国際的視野に立った男女共同参画を進めること

性別による固定的な役割分担（男は仕事、女は家事など）を解消すること

男女ともに仕事と家庭・地域活動などをバランスよく行うこと

メディアにおける男女共同参画や女性の人権尊重を推進すること

男女平等や男女共同参画を進める教育や学習を充実させること

政策・方針決定過程への女性の参画を図ること

法律や制度の上の見直しにより、女性差別につながるものを改めること

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改める
こと

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど積極的に力の向
上を図ること

女性の就業や社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること
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全体
（n=379)

女性
(n=233）

男性
（n=140)

男女共同参画情報紙「パートナー」の発行 17.9% 21.0% 13.6%

男女共同参画パネル展の開催　 6.1% 6.0% 6.4%

イクメン・カジメンフォトコンテストの開催 26.9% 36.1% 12.9%

男女共同参画地域推進事業 9.0% 9.0% 9.3%

男女共同参画やＤＶ防止に関するセミナーや講座の開催 9.8% 11.2% 7.9%

2.4% 3.0% 1.4%

パープルリボン展 2.4% 2.1% 2.9%

ＤＶ防止パンフレットの発行 8.4% 9.4% 7.1%

蕨市配偶者暴力相談支援センター事業 6.1% 6.4% 5.7%

その他 1.1% 0.4% 2.1%

知っているものはひとつもない 48.8% 42.5% 59.3%

　蕨市が行っている男女共同参画推進事業についてお聞きしたところ、「知っているも
のはひとつもない」が48.8％で最も多く、次いで「イクメン・カジメンフォトコンテス
トの開催」が26.9％、「男女共同参画情報誌『パートナー』の発行」が17.9％でした。

　「イクメン・カジメンフォトコンテストの開催」は女性が36.1％に対し男性が12.9％
と、23.2％の開きがあり、また59.3ポイントと約６割の男性が「知っているものはひと
つもない」を選択していることから、特に男性への周知が課題であることがうかがえま
した。

フェミニストカウンセラーによる女性の心と生き方相談

問２１ 蕨市が行っている男女共同参画を推進する事業のうち、知っているものは何ですか。
（○は当てはまるものすべて）
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１０　回答者の属性

（１）地区

件数 ％ 件数 ％

52 13.7% 女 233 61.5%

57 15.0% 男 140 36.9%

112 29.6% 無回答 6 1.6%

65 17.2% 合計 379 100.0%

87 23.0%

6 1.6%

379 100.0%

（３）年齢層

件数 ％ 件数 ％

8 2.1% 経営者・役員

34 9.0% （自営業含む）

55 14.5% 正社員・正職員 106 28.0%

66 17.4% 派遣社員 3 0.8%

63 16.6% パート・アルバイト

60 15.8% 契約社員・嘱託など

90 23.7% 9 2.4%

3 0.8% 53 14.0%

379 100.0% その他 10 2.6%

無職 75 19.8%

無回答 5 1.3%

合計 379 100.0%

（５）同居の家族　（複数回答）

件数 ％

本人のみ 55 14.5%

配偶者 239 63.1%

子ども 167 44.1%

孫 10 2.6%

父母 58 15.3%

祖父母 7 1.8%

兄弟・姉妹 27 7.1%

その他 11 2.9%

無回答 3 0.8%

合計 577

合計

30 7.9%

88 23.2%

７０歳以上

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

１８～１９歳

学生

６０～６９歳

専業主婦（主夫）無回答

（２）性別

錦町

北町

２０～２９歳

中央

南町

塚越

無回答

合計

（４）職業
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